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旧呉海軍工廠 火工品機械工場跡 

 

【発掘調査の概要】 

遺 跡 名：旧呉海軍工廠 火工品機械工場跡（第二十二工場） 

所 在 地：広島県呉市若葉町５－１（海上保安大学校内） 

事 業 者：海上保安大学校     

事 業 名：海保大学生寮建築工事 

調査面積：710 ㎡         

調査期間：令和５年７月 3１日～９月３０日 

 

【旧呉海軍工廠 火工品機械工場の変遷】 

昭和６（1931）年  

三ツ石山の南斜面を削平した土砂で海を埋め立て、砲熕部第二十二工場（信管等の製造機械工場）が建

設される。 

昭和 10（1935）年 

 火工兵器の重要性に鑑み、砲熕部第六工場（装填工場）と第二十二工場（機械工場）が砲熕部から分離

し、呉海軍工廠火工部として独立する。 

昭和 25（1950）年 

 旧呉海軍工廠火工部三ツ石地区が英連邦軍から返還され、㈱東洋螺子製作所（現 寿工業㈱）が工場の

整備や設備の改善を始める。 

昭和 28（1953）年 

大規模工場を分割し、木造平屋の 4 棟化する工事が完了し、旧学生寮として利用される。 

昭和 54（1979）年  

新学生寮（三ツ石寮）が完成し、旧学生寮が解体される。 

 

【主な検出遺構】 

桝状遺構                   溝状遺構 
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米軍の航空写真（USA-M282-120 国土地理院提供） 昭和 22 年 3 月 31 日撮影 

「呉市史第 6 巻付図 呉海軍工廠一般図」より一部抜粋 
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【機械工場内の機械目録】 

番号 品名 数量 

１ 小型旋盤 35 

２ ターレット旋盤 6 

３ 特殊旋盤 7 

４ 形削盤 1 

５ 堅削盤 2 

６ ボール盤 1 

7 堅フライス盤 1 

8 横フライス盤 5 

9 打貫及剪断機 1 

10 プレス 15 

11 工具研磨盤 1 

12 加熱炉 7 

13 動力機械 1 

 

【場内の機械配置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「機械目録 （説明用） 火工部」JACAR（アジア歴史資料センター）Ref.C08010967100、呉海軍工廠 引渡目録 ５／

８ （防衛省防衛研究所）」より一部抜粋 

発掘調査範囲相当箇所 
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